





































と記憶」では、1976 年 7 月 28 日 3 時 42 分、北京
市から約 200 キロあまり離れた河北省唐山市を震






























山 　 泰 幸＊
120 研究紀要『災害復興研究』第 9号
し、収録している。
東アジアの政治的関係が冷え込むなか、学術面
での交流は大きな意義を持っている。災害復興は
被災地域、被災国だけに限定される問題ではな
く、グローバルな影響関係を抜きに考えることは
できない。特に、東アジアの近隣諸国との協働は
不可欠となっている。「東アジアの新たな協働を
考える」をテーマとした東アジアの研究者を招い
た国際学術シンポジウムは、すでに述べたように
今回で第 3 回目となり、東アジアの相互理解と新
たな協働を目指して、ささやかではあるが着実な
歩みを続けている。災害復興制度研究所では、今
後も引き続き本テーマに取り組んでいくつもりで
ある。
